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毎週火曜日３名様限定無料相談受付中 

なかなか良くならない…

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　  ★秘書広報課�１１５５

市長コラム
しんげの一言メッセージ赤

十
字
講
習
会
（
救
急
法
基

礎
講
習
）
の
参
加
者
募
集

　
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い

方
、
気
道
異
物
の
除
去
な
ど
、

救
急
車
が
来
る
ま
で
に
で
き
る

こ
と
を
学
び
、
万
が
一
の
場
合

に
勇
気
を
持
っ
て
対
処
で
き
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま

す
。

日 

時　
１
月
22
日
㈰　
午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

会 

場　
児
玉
公
民
館
（
ア
ス
ピ

ア
こ
だ
ま
内
）

講
師　
赤
十
字
救
急
法
指
導
員

対
象　
満
15
歳
以
上
の
人

定
員　
20
人
（
多
数
抽
選
）

費
用　
１
、
５
０
０
円

（
教
材
費
等
）

申 

込　
12
月
16
日
㈮
ま
で
に
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）
・
性
別
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
電
話

で
左
記
へ

★ 

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
☎
�
２
７
５
５

　
　
　
　
　
　
蕭
�
５
５
１
６

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
の
開
設
事
業
者
を
募
集

　
市
で
は
、
平
成
29
年
度
中
に

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

所
の
開
設
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
左
記
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
の
で
、
希
望
事
業
者
は
介
護

保
険
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

対
象
事
業

○  

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

２
事
業
所

○ 

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護　
　
１
事
業
所

募
集
受
付
期
間　
　
　
　
　
　

11
月
15
日
㈫
～
12
月
15
日
㈭

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
介
護
保
険
課
☎
�
１
７
１
９

不
動
産
取
得
税
の　
　
　
　

　
　
納
め
忘
れ
に
ご
注
意
を

　
不
動
産
取
得
税
は
、
不
動
産

（
土
地
及
び
家
屋
）
を
取
得
し

た
と
き
に
一
度
だ
け
課
税
さ
れ

る
県
の
税
金
で
す
。
平
成
27
年

に
家
屋
の
新
築
等
を
さ
れ
た
人

に
対
す
る
不
動
産
取
得
税
が
11

月
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
対
象
者

に
は
今
月
初
め
に
納
税
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
税
の
軽
減
の
結
果
、
納
税
通

知
書
が
送
付
さ
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

★ 

本
庄
県
税
事
務
所
（
個
人
事

業
税
担
当
）
☎
�
６
１
０
１

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節

に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
を

　
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
で

は
、
平
成
28
年
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

防 

火
標
語
（
平
成
28
年
度
全
国

統
一
防
火
標
語
）

『
消
し
ま
し
ょ
う　
　
　
　
　

　
そ
の
火
そ
の
時
そ
の
場
所
で
』

実
施
期
間　

　
　
　
11
月
９
日
㈬
～
15
日
㈫

重
点
目
標

１
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

２
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

３ 

特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け

る
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

４ 

製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向

け
た
取
組
の
推
進

５ 

多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し

に
対
す
る
火
災
予
防
指
導
等

の
徹
底

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る 

　
　
　
　
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

○ 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

用
す
る

○ 

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

消
す

４
つ
の
対
策

○ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

　
す
る

○ 

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る

○ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る

○ 

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　
　
　
　
設
置
し
ま
し
た
か
？

　
火
災
か
ら
大
切
な
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

設
置
が
必
要
と
な
る
の
は
寝
室

で
す
。
ま
た
、
寝
室
が
２
階
な

ど
に
あ
る
場
合
は
階
段
に
も
取

り
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
や
家
電
取
扱
店
、
防

災
設
備
の
取
扱
店
等
で
購
入
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
消
防
本
部

又
は
お
近
く
の
消
防
署
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★ 

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予

防
課
☎
�
８
３
９
２

セ
ル
デ
ィ
臨
時
休
館

　
11
月
14
日
㈪
は
、
館
内
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
た
め
セ
ル
デ
ィ
を

休
館
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
セ
ル
デ
ィ
館
内
全

て
の
施
設
（
児
玉
中
央
公
民

館
・
児
玉
文
化
会
館
・
図
書
館

児
玉
分
館
・
図
書
館
返
却
ポ
ス

ト
）
と
駐
車
場
が
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

★ 

セ
ル
デ
ィ
☎
�
８
８
５
１

火
災
と
お
間
違
い
な
く
！　

「
消
防
特
別
点
検
」
の
た
め

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
い
ま
す

　
恐
ろ
し
い
火
災
か
ら
生
命
と

暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
市
と
市

消
防
団
本
庄
方
面
隊
で
は
、
11

月
27
日
㈰
午
前
８
時
か
ら
若
泉

運
動
公
園
第
１
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

消
防
特
別
点
検
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
た
め
本
庄
地
域
で
は
、
当

日
午
前
７
時
に
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

を
行
い
ま
す
の
で
、
火
災
と
お

間
違
い
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
点
検
は
火
災

シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
消
防
団
員

の
士
気
高
揚
と
消
防
設
備
の
万

全
を
期
す
た
め
に
実
施
す
る
も

の
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
危
機
管
理
課
☎
�
１
１
８
４

平
成
28
年
度
本
庄
市
青
少
年

健
全
育
成
の
つ
ど
い

　
本
庄
市
青
少
年
育
成
市
民
会

議
で
は
、
青
少
年
の
健
や
か
な

成
長
を
願
い
、
今
年
度
も
「
本

庄
市
青
少
年
健
全
育
成
の
つ
ど

い
」
を
開
催
し
ま
す
。

日 

時　
11
月
26
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

入
場
料　
無
料

内
容

・ 

本
庄
東
高
等
学
校
書
道
部
に

よ
る
発
表

・ 

市
内
中
学
生
に
よ
る
主
張
発

表
◎
表
彰
式

・
主
張
発
表
者

・ 

青
少
年
健
全
育
成
標
語
入
賞

者
・
青
少
年
育
成
者
等
功
労
者

★
生
涯
学
習
課
☎
�
３
２
４
８

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
児
玉
分
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

▼ 本庄東高校書道部の
　迫力あるパフォーマンス

 あなたの命と財産
を守る
住宅用火災報知機

麓
ろくげん

原会をご存知ですか？
　10月24日でゆるキャラRグランプリのインターネット
投票期間が終了しました。この広報が皆さまのお手元に
届くころには、はにぽんのゆるキャラRグランプリの結
果も出ているかと思います。本庄商工会議所を中心とし
た実行委員会の皆さまをはじめ、応援いただいた市民、
企業、団体の皆さまに心から敬意と感謝を申し上げます。
　さて、芸術の秋。毎年11月3日の文化の日を中心に、
市立西小学校体育館において「麓原展」という大きな
絵画展が開催されています。
　麓原展は開催団体である「麓原会」の、年に一度の公
募展です。市内また周辺地域一円から、多い時には150も
の出品があります。毎年素晴らしい絵画を拝見できるの
で、楽しみにされている市民の皆さまも多いと思います。
展示は「麓原会員｣、｢会友」そして「一般」に分けられ
ています。優秀な作品を描き、賞を獲得し、厳しい審査
を経て初めて会員の資格が得られるとのことです。
　麓原会は水彩画家で本庄高等学校の美術教師であった古
川弘（1907～1977 以下敬称略）と、堀英治、山田鶴佐久、

金井邦松をはじめとする当時の本庄町、児玉町の画家
や、絵画を志す青年たちにより戦後まもなく発足した絵
画団体です。敗戦による社会混乱の中で意気消沈してい
た若者たちが、絵画を通して元気を取り戻そう、地域に
文化の灯をともそうという志で始めたのがその発端です。
　古川弘はそれまで「油絵には見劣りする」といわれ
ていた日本の水彩画のレベルを、小堀進など他の水彩画
家と共に、油絵に全く引けを取らない水準にまで高めた、
いわば「水彩画革命」を起こした人物です。そして麓原
会に集う、古川弘に影響を受けた多くの画家たちは、そ
の後水彩画で「日展」へ数多くの出展を重ねるなど、大
きな業績を挙げて行きました。まさに麓原会は我が国の
水彩画革命のすそ野を広げた団体であったと言えます。
　このような市民自ら運営している絵画団体および絵
画展が、実に70年もの間継続しているところは全国的
にも珍しく、またその影響は地元の高校の美術部の活
躍など、現在も大きく広がりを見せているところです。
　芸術の秋、郷土の絵画文化の水準の高さを私たち
はもっと誇って良いと思うのです。
                                       本庄市長


